
第6号 俳人協会群馬県支部会報 令和3年2月1日 

令和 2 年度収支決算報告書 

，「人協会群馬県支部 

（平成31年1月1日～令和2年12月31日） 

収 入 の 部 

項 月 決算額 i 備 考 

繰越金 246I985 前年度からの繰越金 

会 費 76名×2009円 ］52. 000 

桂収人 俳人協会より総会祝金 ］0,00叫 

収入合 計 408, 892} 

支 出 の 部 

印刷費 

会議費 

項 目 

会報 総会資料 各種案内等 

総会 役員会等 

決算額 

23. 234 

~ 

備 考 

講師謝金 講演会講師へ ~ 

雑 費 講師上産ほか ~ 6,248 

爾恰費 

ー. 二『ーーII一ー…”七一一――一一 
会報郵送 総会等案内状郵送 

1
・・・・,＋・・r

I 45, 916

一二”二ごー一‘一一’」ー I 
・ ” 

l 

' 

支出合 計 

収入合計ー支出合計 ~ 299,39可次年度へ繰り越し 

令和3年1月22日 

上記のとおりご報告いたしますコ 

群馬県支部長 原 田 清 正 ＠ 会計 林 恵 美 子 ＠ 

I会計監査報告】 

会計帳簿及び閏係書類を監査した結果、通正かっ正確に処理していると認められましたコ 

令和3年1月22日 

監 査 金 子 笑 子 ＠ 

監 査 木 下 涼 薫 ＠ 

8禁度 
難紙雄俳難爽会一開催了一『『ミ

令和3年度群馬県支部俳句大会は新型コロナ感 

染拡大防止のため紙上俳句大会といたします。 

ご理解の上、皆様の奮ってのご参加をお願いい 

たします。 

投 句・ 3句（当季雑詠） 

締 切・ 令和3年5月31 日 

投句料・ 無料 

発 表・ 会報「やまどり7号」紙上 

投句先・〒370-0069 高崎市飯塚町73 

ハガキに俳句、氏名（ふりがな）住所、 

電話番号を記載の上お申し込み下さい。 

※ 一般の方の投句も可。 

間い合せ・TEL027-361-0870 （原田） 
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r巨
 

令
和
3

年
度
紙
上
総
会
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
対
応
 

新
型
ウ
イ
ル
ス
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
伴
い
県
 

指
針
の
警
戒
度
ス
テ
ー
ジ
が
4
に
引
き
上
げ
ら
 

れ
、
ま
た
例
年
使
用
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
「
上
 

毛
ホ
ー
ル
」
も
貸
し
出
し
が
制
限
さ
れ
て
い
る
 

状
況
に
あ
り
ま
す
。
従
い
ま
し
て
集
合
型
の
総
 

会
は
取
り
止
め
、
会
報
「
や
ま
ど
り
」
に
総
会
 

資
料
を
掲
載
し
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
 

俳人協会1 
群馬県支部 

☆ 
発行所 

高崎市飯塚町737 
TEL027-361-0870 

事
業
報
土
一
（
事
務
局
長
・
武
藤
洋
一
）
 

総
会
一
2
月16
日
・
上
毛
ホ
ー
ル
）
 

講
演
A
「
（
2
月16
日
．
上
毛
ホ
ー
ル
）
 

会
報
の
発
行
（
1
月
、
7
月） 

県
支
部
俳
句
大
会
（
会
報
紙
上
）
 

秋
季
吟
行
会
（
自
由
吟
行
）
 

支
部
役
員
会
（
1
/24 

2
/
1
6

）
高
崎
市
 

ア
ト
リ
エ
他
 

会
計
報
告
（
会
計
・
林
恵
美
子
）
一
 

別
掲
報
告
書
の
通
り
 

一 

監
査
報
告
（
監
査
・
金
子
笑
子
）
 

一 

別
掲
報
告
書
の
通
り
 

一 

予
算
案
（
会
計
・
林
恵
美
子
）
 

【
収
入
の
部
】
 

前
年
度
繰
越
 
2
8
9

,
3
9
5

円
 

会
費
・
8
0
名
×
2
【
o
o
o
円
H
l
6
o
!
o
o
o

円
 

収
入
合
計
・
4
4
9
,
3
9
5

円
 

【
支
出
の
部
】
 

通
信
費
・
5
0
,
o
o
o

円
 

一
 

印
刷
費
・
5
o
,
o
o
o

円
 

会
議
費
・
3
o
,
o
o
o

円
 

雑
 
費
・
3
o
,
o
o
o

円
 

次
年
度
繰
越
・
2
8
9
,
3
9
5

円
 

支
出
合
計
・
4
4
9
,
3
9
5

円
 

事
業
計
画
（
事
務
局
長
・
武
藤
洋
一
）
 

総
会
（
紙
上
総
会
）
 

会
報
の
発
行
（
2
月
、
7
月） 

県
支
部
俳
句
大
会
（
会
報
紙
上
）
 

秋
季
吟
行
会
（
日
時
、
場
所
未
定
）
 

支
部
役
員
会
（
随
時
）
 

人
事
（
支
部
長
・
原
田
清
正
）
 

令
和
3
年
度
か
ら
の
会
計
監
査
は
金
子
笑
子
 

氏
か
ら
の
辞
退
申
し
出
に
よ
り
新
会
計
監
 

査
を
吉
津
章
子
氏
に
委
託
し
ま
し
た
。
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人
面
石
ム
ン
ク
の
叫
び
秋
音
篇
り
 

8
 

過
疎
の
村
靖
蛤
追
ふ
子
の
次
姦
一
く
 

佐
々
木
美
恵
子
 

9 8 7 6 5 4 3 2 1 
令
和
2
年
度
 

秋
の
自
由
吟
行
作
品
 

涼
や
か
や
小
流
れ
に
立
つ
曙
草
 

木
村
恵
理
子
 

朝
鴫
の
一
声
涼
し
庭
さ
や
ぐ
 

鷹
の
羽
透
け
る
秋
天
朝
の
森
 

桐
一
葉
平
ら
に
落
ち
し
池
の
面
 

幾
山
河
秋
蝉
の
声
途
切
れ
た
り
 

3
 

腕
時
計
の
か
す
か
な
音
も
秋
思
か
な
 

林
 
由
芙
子
 

地
虫
鳴
く
晩
年
の
岐
路
き
め
か
ね
て
 

蛸
郷
の
ふ
ら
り
と
過
去
を
振
り
払
ふ
 

採
り
た
て
の
茄
子
を
に
ぎ
れ
ば
キ
ュ
ウ
と
な
き
 

雷
あ
が
る
露
を
ひ
と
ふ
り
大
地
た
つ
 

湖
風
の
花
野
の
色
と
な
り
ゆ
る
る
 

名
水
や
自
慢
の
酒
と
新
豆
腐
 

木
の
実
落
ち
水
輪
の
奥
・
（
し
ま
は
る
る
 

一 

を
強
い
ら
れ
案
山
子
肩
を
張
る
 

綿
打
ち
の
よ
ふ
に
我
が
身
も
あ
れ
ば
よ
い
 

煙
茸
や
さ
し
く
踏
め
ば
細
く
噴
き
 

穴
に
入
る
蛇
の
う
つ
ろ
な
眼
か
な
 

矩
子
 

木
下
」
線
薫
 

馬
上
 
絹
代
 

新
盆
や
急
ぎ
て
作
る
迎
（
馬
 

朝
仕
事
蚊
に
襲
は
れ
て
鼻
赤
く
 

虫
し
ぐ
れ
一
里
塚
ま
で
足
の
ば
す
 

大
洋
 
文
子
 

コ
ス
モ
ス
＆
遅
目
差
し
の
牧
水
像
 

新
涼
や
断
穴
の
瀬
に
石
た
た
き
 

か
な
か
な
や
夢
二
山
荘
湖
に
向
く
 

大
谷
 
孝
子
 

さ
び
鮎
も
利
根
の
川
風
ま
た
旨
し
 

せ
せ
ら
ぎ
の
調
べ
さ
や
か
に
眼
鏡
橋
 

11
 

拍
子
木
に
忙
し
奈
落
や
杜
之
居
 

グ
ラ
イ
ダ
ー
糸
が
れ
北
風
に
羽
撃
き
ぬ
 

月
宿
す
五
重
の
塔
の
深
庇
 

12
 

彫
刻
画
蔵
す
」
｛
墳
や
竹
の
春
 

名
月
や
け
む
り
の
や
う
に
消
ゆ
る
雲
 

水
澄
み
て
川
底
の
も
の
み
な
見
ゆ
る
 

13
 

越
後
路
（
芭
の
道
の
風
や
さ
し
 

14
 

川
底
の
石
の
滑
ら
か
釣
船
阜
 

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
整
円
渓
に
秋
暑
し
 

能
蓮
音
著
板
の
立
っ
稲
木
襖
 

賜
悲
し
賛
つ
く
り
て
は
忘
れ
ゆ
き
 

「
銀
（
」
疾
風
の
ご
と
翻
び
た
て
り
 

15
 

大
き
実
と
大
き
木
陰
の
丹
波
栗
 

16
 

濡
縁
に
犬
の
寝
そ
べ
る
柚
子
の
庭
 

秋
水
を
せ
つ
せ
と
磨
く
あ
め
ん
ぼ
う
 

か
な
か
な
や
小
暗
き
杜
の
暮
鳥
詩
碑
 

い
し
ぶ
み
の
紅
葉
唱
歌
や
秋
の
声
 

お
ご
そ
か
に
大
利
根
渡
亘
コ
日
の
月
 

17
 

新
蕎
麦
や
水
車
の
回
る
宿
場
町
 

記
念
樹
の
伸
び
ゆ
く
令
和
の
天
高
し
 

御
仏
の
お
顔
の
陰
や
秋
の
暮
 

18
 

由
」
稜
の
庭
の
草
む
ら
ち
ち
ろ
鳴
く
 

ソ
ー
ラ
ー
の
』
ハ
ネ
ル
傍
ま
で
蕎
麦
の
花
 

爽
籍
や
芭
蕉
の
句
碑
の
文
字
う
す
れ
 

19
 

郷
愁
の
味
よ
桑
の
実
夫
と
食
む
 

蜘
妹
の
囲
の
輪
の
真
ん
巾
や
天
道
虫
 

買
物
の
吐
」
道
に
沿
ふ
彼
岸
花
 

20
 

吹
か
れ
来
て
蝶
の
触
れ
ゆ
く
秋
ざ
く
ら
 

み
づ
き
の
実
熟
れ
て
鳥
ま
つ
雨
上
が
り
 

色
づ
き
し
柿
の
旨
さ
よ
瀬
祭
忌
 

21
 

新
喬
麦
や
庭
の
花
見
つ
順
を
待
つ
 

柳
井
 
由
簾
 

柿
沼
あ
い
子
 

宮
崎
至
夏
子
 

高
橋
 
富
子
 

深
谷
 
信
郎
 

永
塩
 
菊
江
 

演
名
 
博
光
 

角
田
は
る
子
 

善
養
寺
玲
子
 

小
菅
さ
と
子
 

南
雲
 
節
子
 

東
司
（
の
長
壷
廊
下
に
秋
の
蜂
 

久
振
り
に
手
を
入
れ
し
樹
に
鴎
鳴
け
り
 

22
 

鶏
猛
る
八
州
四
顧
に
従
（
て
 

神
木
の
洞
に
闇
棲
む
城
の
秋
 

石
垣
に
残
る
尾
タ
曳
く
穴
ま
ど
ひ
 

23
 

赤
と
ん
ぼ
湖
の
ほ
と
り
に
句
座
ひ
ら
く
 

24
 

釜
飯
弁
当
千
草
の
中
に
広
げ
あ
ふ
 

秋
澄
む
＆
」
タ
の
せ
橋
に
影
二
つ
 

庭
先
に
蛇
な
が
な
が
と
小
六
月
 

母
子
像
や
空
か
鳴
き
行
く
秋
鵜
 

略一 

の
破
璃
戸
を
上
る
台
風
過
 

25
 

縄
の
東
積
み
お
く
園
の
冬
仕
度
 

26
 

27
 

句
会
は
ね
秋
の
果
て
な
る
坊
泊
り
 

浜
菊
や
潮
じ
め
り
せ
る
五
大
堂
 

子
別
れ
の
烏
枝
替
（
こ
急
替
（
て
 

立
待
の
里
山
背
丈
比
べ
を
り
 

冬
隣
牛
は
耳
輪
を
き
ら
め
か
し
 

鹿
鳴
く
や
木
道
複
々
線
工
事
 

鰯
雲
子
大
湖
面
に
首
傾
げ
 

秋
高
し
ケ
ル
ン
の
上
の
小
さ
圭
晶
士
 

28
 

暮
る
る
姿
木
園
片
す
敬
老
日
 

三
つ
辻
窒
寸
る
地
蔵
や
小
鳥
来
る
 

菖
訴
け
ば
鳴
子
の
や
う
や
鳥
瓜
 

29
 

渓
あ
ひ
に
澄
み
し
塑
日
や
秋
の
川
 

見
あ
げ
れ
ば
秋
の
色
な
す
眼
鏡
橋
 

我
が
山
河
隈
無
ビ
曲
一
ら
し
月
A
脅

 

30
 

村
に
燃
ゆ
一
撲
の
如
き
塁
珠
沙
華
 

い
ち
早
く
刈
田
画
と
な
る
鴨
か
な
 

柿
色
の
明
る
き
風
や
子
ら
下
校
 

31
 

紅
さ
さ
ぬ
マ
ス
ク
の
日
々
や
秋
さ
び
し
 

小
さ
き
秋
さ
が
す
な
な
は
ん
信
州
路
 

離
れ
つ
つ
刈
田
を
漁
る
維
の
雛
 

32
 

芭
野
を
抜
け
曲
家
の
会
津
そ
ば
 

北
爪
 
武
夫
 

小
林
 
和
子
 

深
谷
 
征
子
 

堀
越
 

純
 

矢
野
間
稲
霧
 

武
藤
 
洋一 

岩
寄
 
妥
江
 

黛 

1I三 

堂 
バン、 

蟻
川
 
玄
秋
 

吉
沢
 
智
子
 

永
山
比
沙
子
 

6
 

大
雷
雨
地
球
溺
る
る
気
配
か
な
 

北
厘
東
奮
力
 

2
 

木
犀
香
ふ
わ
り
と
風
に
心
持
安
 

佐
藤
 
ヒ
ナ
 

4
 

嵐
さ
る
足
を
ひ
き
ず
る
鳩
が
い
く
 

小
木
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山
毛
棒
の
森
縫
ひ
ゆ
く
バ
ス
や
初
も
み
ぢ
 

此
炎
の
花
子
鴨
に
は
目
も
く
れ
ず
 

田
仕
舞
ひ
の
雨
の
兆
し
や
越
の
国
 

櫓
田
や
佐
渡
の
彼
方
の
タ
晴
れ
て
 

行
く
秋
の
空
の
深
き
に
鴨
の
声
 

34
 

新
蕎
麦
や
人
気
役
者
の
書
を
な
が
め
 

37
 

高
空
に
帰
心
燕
の
飛
び
交
（
り
 

38 37 36 35 3
9
 

通
墓
冗
る
よ
ろ
づ
量
董
万
ら
ぶ
中
 

言
の
葉
に
す
こ
し
毒
あ
る
茸
売
 

廃
屋
の
破
れ
カ
ー
テ
ン
秋
日
差
す
 

家
々
に
囲
ま
れ
並
ぶ
的
爆
か
な
 

迷
ひ
な
き
刷
毛
目
み
す
じ
や
秋
の
雲
 

伐
採
の
寺
領
明
る
豊
菊
日
和
 

碑
の
タ
ウ
ト
の
文
字
や
小
鳥
来
る
 

山
霧
や
鹿
の
足
跡
沼
尻
に
 

白
衣
観
音
秋
の
日
ま
と
ひ
照
ら
し
を
り
 

織
田
七
代
の
墓
囲
は
れ
て
そ
ぞ
ろ
寒
 

大
名
庭
園
小
春
の
鯉
も
み
や
び
か
な
 

ア
プ
ト
道
先
（
先
（
と
ば
っ
た
跳
ぶ
 

利
根
川
の
源
流
漆
紅
葉
か
な
 

群
馬
県
北
部
山
沿
ひ
紅
葉
晴
れ
 

能
舶
づ
と
配
達
員
の
腰
に
鈴
 

40
 

花
野
に
も
出
没
注
意
し
か
と
く
ま
 

廃
屋
や
あ
を
き
は
や
か
に
蛍
草
 

た
は
む
れ
て
乱
舞
の
も
み
望
早
に
受
く
る
 

41
 

外
に
内
に
秋
桜
溢
れ
誕
生
日
 

4
2
 

4
3
 

天
高
し
煉
瓦
造
り
の
め
が
ね
橋
 

十
「
夜
少
し
惚
け
し
母
に
添
ひ
 

三
連
の
蚕
屋
の
天
窓
小
鳥
来
る
 

樺
の
葉
に
風
待
つ
球
勿
擬
蝶
か
な
 

繰
糸
所
の
連
ぬ
臭
」
に
い
わ
し
雲
 

十
」
夜
幼
子
す
千
き
を
抱
（
帰
ぬ
 

鈴
木
噴
 

大
塚
 
注一一 

一

 

商
領
 
京
子
 

吉
藤
 
淳
子
 

吉
藤
 
主
易
 

矢
野
間
妙
子
 

一

 

吉
津
 
章
子
 

」 

弥
城
勢
離
子
 

北
村
由
美
子
 

斎
藤
 
博
文
 

一

 

中
村
 
明
子
 

秋
迫
る
杢
立
ち
に
鴨
の
居
る
と
知
る
 

高
枝
の
柘
櫓
椀
ぐ
夫
八
十
路
な
り
 

44

）
馨
る
る
速
さ
カ
ッ
ト
の
変
は
る
ご
と
 

軽
ト
ラ
を
連
ね
て
驚
木
の
取
り
段
し
 

保
健
所
が
来
る
や
浮
足
立
つ
小
春
 

金
子
 
笑
子
 

麟
麟
麟
麟
麟
麟
麟
難
一
 

箕
輪
城
堆
の
周
辺
 

岩
寄
妥
江
 

私
達
の
会
は
月
に
一
度
の
吟
行
会
を
し
て
い
ま
す
。
お
互
い
 

に
齢
を
重
ね
た
の
で
、
短
時
間
で
巡
れ
る
笠
輪
城
比
の
周
辺
は
恰
 

好
の
吟
行
地
で
す
。
 

笠
輪
町
に
は
母
の
実
家
が
あ
り
、
幼
い
こ
ろ
東
京
か
ら
疎
開
し
 

た
故
郷
で
す
。
城
比
（
は
私
の
住
む
吉
岡
町
よ
り
車
で
十
分
ほ
ど
 

で
す
。
日
本
百
名
城
に
も
選
ば
れ
て
、
建
物
は
復
元
し
た
門
の
み
 

で
す
が
、
大
堀
切
や
井
戸
に
は
往
時
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
「
 

難
攻
不
落
と
」
一
易
れ
た
笠
輪
城
も
、
名
将
の
長
野
業
政
公
が
病
 

死
す
る
や
、
忽
ち
武
田
信
玄
軍
の
標
的
に
な
り
滅
亡
し
ま
し
た
。
 

一
族
が
自
刃
し
た
と
い
う
本
丸
跡
に
は
「
春
風
に
梅
も
桜
も
散
 

り
果
て
て
名
の
み
ぞ
残
る
み
わ
の
山
里
」
と
落
城
を
詠
ん
だ
、
十
 

九
歳
の
城
王
業
盛
公
の
辞
世
の
歌
が
歴
史
を
偲
ば
せ
て
く
れ
ま
す
。
 

梅
林
に
白
去
検
が
く
る
維
子
の
こ
魚
 

星
眠
 

梅
が
咲
き
始
め
る
頃
は
近
く
の
寺
々
で
浬
船
炎
お
を
い
た
し
ま
す
。
 

又
『
四
月
に
は
甘
茶
仏
を
花
御
堂
に
飾
っ
て
仏
生
会
が
あ
り
ま
す
b
 

長
野
業
政
公
の
笠
提
寺
の
長
純
寺
の
花
御
堂
は
見
事
で
す
。
寺
庭
 

の
百
花
を
飾
っ
て
美
し
ノ
喜
亭
さ
上
げ
ま
す
。
 

少
し
足
を
伸
ば
十
ジ
」
、
芝
桜
を
一
面
に
植
え
た
丘
陵
が
望
ま
れ
、
 

赤
、
白
、
ビ
ン
ク
の
芝
桜
が
渦
巻
去
糧
様
に
華
や
か
に
彩
り
ま
す
り
 

梅
林
の
坂
下
に
は
鳴
沢
湖
が
あ
り
、
軽
鴨
や
鳩
が
い
て
、
岸
辺
 

に
は
主
曇
や
白
暴
鳥
が
停
ん
で
い
ま
す
。
 

箕
郷
町
は
四
季
折
々
の
お
勧
め
の
吟
行
地
で
す
。
 

多
々
良
沼
公
園
 

木
村
恵
理
子
 

一

 

一
私
の
お
勧
め
吟
行
地
は
多
々
良
沼
公
園
で
す
「
群
馬
県
の
東
部
 

館
林
市
と
ロ
暴
郡
に
ま
た
が
る
一
周
六
キ
ロ
ほ
ど
の
沼
、
冬
に
な
 

る
と
近
く
の
ガ
バ
沼
に
白
鳥
が
飛
来
す
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
 

ま
す
。
天
気
の
良
い
日
は
、
富
士
山
を
展
望
で
き
る
「
タ
日
の
小
 

道
」
の
米
遣
嚢
」
備
さ
れ
散
歩
が
楽
し
め
ま
亥
 

一
私
の
家
か
畠
で
二
十
分
ほ
ど
。
奪
か
な
立
冬
の
日
に
多
々
 

良
沼
公
園
の
ガ
バ
沼
ま
で
足
を
の
ば
し
て
み
た
。
ヘ
ラ
ブ
ナ
や
バ
 

ス
を
釣
る
人
や
歩
道
を
ゆ
っ
く
り
散
歩
す
る
人
の
姿
が
あ
っ
た
。
 

そ
の
中
で
沼
辺
に
カ
メ
ラ
を
据
え
水
鳥
の
一
瞬
の
動
き
を
狙
っ
て
 

い
る
人
に
出
会
っ
た
。
様
子
を
見
る
と
枯
れ
葦
に
囲
ま
れ
た
湿
地
 

に
鶴
が
立
っ
て
い
る
と
、
カ
メ
ラ
の
フ
ア
イ
ン
ダ
ー
を
覗
か
せ
て
 

く
れ
た
。
鶴
に
似
て
い
る
が
、
羽
の
先
の
方
は
黒
く
細
い
足
は
赤
 

い
、
太
い
噛
で
魚
を
狙
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
愛
鳥
象
日
 

ぐ
、
こ
の
沼
の
環
境
が
合
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
ね
と
話
し
て
く
 

れ
た
。
私
は
心
が
豊
か
に
な
り
お
礼
か
途
べ
て
浮
島
弁
財
天
に
向
 

か
っ
た
。
沼
の
浮
島
に
お
堂
が
あ
り
、
愛
鳥
家
が
水
辺
の
鳥
を
狙
っ
 

て
撮
影
し
て
い
る
。
初
冬
頃
は
白
鳥
 
オ
ナ
ガ
ガ
モ
、
コ
ガ
モ
、
 

力
ン
ム
リ
カ
イ
ツ
ブ
リ
、
川
鵜
が
見
ら
れ
る
そ
う
だ
。
私
が
水
鳥
 

を
観
察
し
な
が
ら
聞
き
耳
を
た
て
る
と
、
 

「
今
日
は
浜
し
ぎ
が
群
 

れ
て
浮
寝
を
し
て
い
る
」
 

「
み
さ
ご
が
魚
を
狙
っ
た
が
二
回
失
敗
 

t

た
」
と
皿
味
深
い
話
が
聞
こ
え
て
き
た
。
さ
っ
そ
く
フ
ァ
イ
ン
 

ダ
ー
を
覗
か
せ
て
も
ら
・
呂
、
浮
寝
の
浜
し
ぎ
が
異
変
を
感
じ
群
 

m

飛
び
始
め
薄
日
の
中
光
り
輝
い
て
い
た
。
貴
重
な
野
鳥
の
姿
に
 

接
し
、
愛
鳥
家
に
感
謝
し
帰
路
に
つ
い
た
。
 

，織J、／二素二に語h 
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第
6
o
同
全
国
俳
句
大
会
 

◆
募
 
集
 
2
句
1
組
（
未
発
表
作
品
・
旧
か
 

な
表
記
・
所
定
用
紙
ま
た
は
コ
ピ
ー
し
た
も
の
 

を
使
用
）
 

◆
投
句
料
 
1
組
l
o
o
o
円
（
小
為
替
又
は
 

現
金
書
留
）
 

◆
締
 

切
 
令
和
3
年
4
月
1
5
日
（
木
）
※
 

当
日
消
印
有
効
 

◆
送
付
先
 
〒
1
6
9
1
8
5
2
1
 
東
京
都
 

新
宿
区
百
人
町
3
1
2
8
1
l
o
 
俳
人
協
会
 

「
全
国
俳
句
大
会
」
係
0
3

(
3
3
6
7

)
6
 

6
2
1
 

◆
選
 

者
 

有
馬
朗
人
・
伊
藤
伊
那
男
・
茨
木
和
生
・
・
今
井
 

聖
・
今
瀬
剛
一
・
大
石
悦
子
・
大
串
章
・
岡
田
 

日
郎
・
小
川
軽
舟
・
小
津
買
・
濯
未
知
子
・
角
 

谷
昌
子
・
加
古
宗
也
・
柏
原
眠
雨
・
片
山
由
美
 

子
・
栗
田
や
す
し
・
古
賀
雪
江
・
小
島
健
・
怒
 

賀
直
美
・
鈴
木
貞
雄
・
鈴
木
し
げ
を
・
染
谷
秀
 

雄
・
棚
山
波
朗
・
徳
田
千
鶴
子
・
中
原
道
夫
・
 

仲
村
」
塁
彦
・
西
嶋
あ
さ
子
・
西
村
和
子
・
西
山
 

睦
・
野
中
亮
介
・
能
村
研
三
・
福
永
法
弘
・
藤
 

本
美
和
子
・
星
野
恒
彦
・
松
尾
隆
信
・
松
岡
隆
 

子
・
」
肩
純
也
・
村
H
喜
代
子
集
林
田
純
一
郎
・
 

山
崎
ひ
さ
を
（
5
0
音
順
）
 

◆
大
 

会
 
令
和
3
年
9
月
1
4
日
（
火
）
 

正
午
開
場
、
午
後
1
時
開
会
（
入
場
無
料
）
有
 

楽
町
朝
日
ホ
ー
ル
・
東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
 

2
1
5
1
1
 

電
話
o
3

(
3
2
8
4

)
o
1
 

3
1
 

有
楽
町
マ
リ
オ
ン
1
1
階
（
J
R
有
楽
町
駅
中
 

央
ロ
ま
た
は
銀
座
ロ
・
地
下
鉄
銀
座
駅
c
1
4
 

出
ロ
・
地
下
鉄
有
楽
町
駅
D
1
7
a
、
D
1
7
 

b
出
口
）
 

車
椅
子
で
の
入
場
も
可
能
。
前
も
っ
て
俳
人
協
 

会
に
お
電
話
下
さ
い
。
 

◆
賞
 
大
会
賞
・
秀
逸
賞
・
各
選
者
の
特
選
賞
。
 

☆
大
会
終
了
後
応
募
者
全
員
に
入
選
作
品
集
を
 

お
送
り
し
ま
す
。
 

☆
応
募
作
品
の
訂
正
・
取
消
し
に
は
応
じ
ら
れ
 

ま
せ
ん
。
 

☆
類
旬
及
び
二
重
投
句
に
つ
い
て
は
、
入
選
を
 

取
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

☆
入
賞
作
品
は
、
俳
人
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

に
掲
載
し
ま
す
。
 

☆
な
お
大
会
当
日
、
参
会
者
よ
り
1
句
を
募
集
 

し
、
特
選
・
入
選
者
に
賞
を
呈
し
ま
す
。
 
（投 

句
締
切
、
午
後
1
時
。
未
発
表
作
品
。
投
句
料
 

無
料
）
。
 

主
催
 

公
益
社
団
法
人
 
俳
人
協
会
 

後
援
 
朝
日
新
聞
社
 

冬
牡
丹
と
言
う
と
、
上
野
の
東
照
宮
が
有
名
 

だ
が
こ
の
冬
は
、
前
橋
バ
ラ
園
の
蚕
糸
記
念
館
 

横
の
数
本
が
み
こ
と
に
花
を
つ
け
た
。
こ
と
に
 

そ
の
中
の
1
本
は
、
小
ぶ
り
だ
が
2
0
あ
ま
り
 

の
花
を
つ
け
、
尚
数
個
の
つ
ぽ
み
を
持
っ
て
い
 

る
。
桃
色
の
和
紙
で
造
ら
れ
た
よ
う
な
そ
の
花
 

は
、
切
り
詰
め
た
枝
先
か
ら
1
0
セ
ン
チ
ほ
ど
伸
 

び
た
、
赤
く
霜
焼
け
し
た
新
ら
し
い
枝
の
先
に
 

つ
い
て
い
る
。
東
照
宮
の
よ
う
に
藁
囲
い
で
手
 

厚
く
管
理
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
空
っ
風
に
 

咲
く
野
生
的
な
牡
丹
も
ま
た
い
い
も
の
だ
。
 

園
内
の
バ
ラ
も
昨
年
の
秋
普
微
は
、
質
、
量
 

と
も
に
例
年
に
な
く
見
こ
た
え
が
あ
っ
た
。
コ
 

ロ
ナ
の
影
響
で
、
5
月
の
バ
ラ
園
祭
り
が
中
止
 

さ
れ
閉
園
と
な
り
、
花
を
摘
ま
れ
た
蓄
薮
や
牡
 

丹
が
、
必
死
に
命
を
つ
な
こ
う
と
す
る
姿
の
よ
 

う
に
思
え
る
。
私
た
ち
人
間
も
、
そ
ん
な
花
た
 

ち
に
負
け
ぬ
よ
う
強
く
生
き
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

（よ） 

2
o
2
o

（
令
和
2
）
年
を
迎
え
る
に
あ
 

た
り
、
前
年
末
に
「
子
年
は
ど
ん
な
年
か
」
を
 

調
べ
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
1
8
8
8

（
明
治
 

21

）
年
か
ら
2
o
o
8

（
平
成
2
0
）
年
ま
で
に
1
1
 

回
の
子
年
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
1
0
回
で
首
 

相
が
交
代
し
て
い
た
。
子
年
は
首
相
が
交
代
す
 

る
ー
。
不
特
定
多
数
の
人
た
ち
の
前
で
話
す
機
 

会
に
は
、
こ
の
話
を
得
意
に
な
っ
て
し
て
き
た
。
 

そ
し
て
子
年
の
2
o
2
o
年
8
月28
日
、
安
倍
 

首
相
が
辞
意
を
表
明
し
た
。
▼
た
ま
た
ま
そ
の
 

前
日
（
2
7

日
）
、
前
橋
市
の
中
央
公
民
館
で
講
 

演
し
、
 

「
子
年
は
首
相
が
交
代
す
る
」
と
話
し
、
 

そ
の
こ
と
が
翌
2
8
日
の
上
毛
新
聞
に
掲
載
さ
れ
 

た
た
め
ク
予
言
的
中
ガ
と
な
っ
た
。
喜
び
の
あ
 

ま
り
、
親
し
い
知
人
に
「
政
変
を
予
測
し
た
よ
」
 

と
メ
ー
ル
し
た
ら
「
長
期
政
権
が
末
期
に
な
っ
 

て
い
る
こ
と
ぐ
ら
い
誰
で
も
分
か
る
よ
」
と
一
 

蹴
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
▼
来
年
は
ど
う
か
。
早
 

速
調
べ
て
み
た
。
戦
後
6
回
の
丑
年
で
、
首
相
 

が
交
代
し
た
の
は
2
o
o
9

（
平
成
2
1
）
年
の
 

み
。
1
9
4
9

（
昭
和
2
4
）
年
・
吉
田
茂
、
1
 

9
6
1

（同36
）
年
・
池
田
勇
人
、
1
9
7
3
 

（同48
）
年
・
田
中
角
栄
、
1
9
8
5

（同60
) 

年
・
中
曽
根
康
弘
、
1
9
9
7

（
平
成
9
）年・ 

橋
本
龍
太
郎
…
い
ず
れ
も
比
較
的
安
定
し
た
政
 

権
を
維
持
し
て
い
た
宰
相
だ
。
こ
の
こ
と
か
ら
 

考
え
れ
ば
、
首
相
交
代
は
な
さ
そ
う
だ
が
、
菅
 

首
相
の
聾
訊
み
答
弁
を
見
る
と
、
い
さ
さ
か
心
 

許
な
い
。
▼
で
は
、
2
o
2
1

（
令
和
3
）
年
 

は
ど
ん
な
年
に
な
る
の
か
。
調
べ
た
メ
モ
を
見
 

る
と
不
穏
な
事
件
や
重
大
事
故
が
多
く
、
あ
ま
 

り
い
い
こ
と
は
な
い
。
2
o
2
o
年
は
コ
ロ
ナ
 

に
明
け
暮
れ
た
。
今
度
は
予
測
が
外
れ
る
こ
と
 

を
願
っ
て
い
る
。
 

（M
) 

県鳥 やまどり 


